<初回投稿時チェックシート>

投稿責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　
	大項目
	小項目
	チェック欄（○を付す）

	共著者全員による論文内容の確認は受けましたか．また，必要に応じて関連する研究分野の専門家による校閲は受けましたか．
	共著者も論文内容とデータに責任を担っています．すべての共著者による論文内容の確認が必要です．
	

	すべてのデータはオリジナルで，既に発表したものは含まれていませんか(総説・ミニレビューは除き，学会発表は認める)．＜投稿規程１＞
	　投稿原稿と同一内容のものが，同一著者あるいはその中の少なくとも1名を含む著者によって他の学術雑誌等に掲載されている場合はこれを既発表とみなします．また，投稿中の場合は二重投稿とみなします．いずれの場合も園芸学研究において採録対象外とします．既発表および二重投稿に該当する出版物およびオンライン公開は，学術雑誌，大学・学部または研究所の紀要，試験場報告，研究所報告，プロシーディング（Acta Horticulturaeなど）です．

　ただし，下記の出版物およびオンライン公開に掲載されている記事もしくは投稿中のものは，既発表または二重投稿とはみなさず，園芸学研究において採録対象となり得ます．

・著者が著作権を保有する出版物およびオンライン公開

（1） 官公庁，学校，会社などの公報紙

（2） 国際会議，学会の大会・研究会の要旨集

（3） 大学・研究所等の研究成果情報（ただし論文形式をとっていないこと）

（4） レクチャーノート・技術マニュアル

（5） 特許公開あるいは公告広報

・著者の所属機関が著作権を保有する出版物およびオンライン公開

（1） 官公庁，学校，会社などの公報紙

（2） 大学・研究所等の研究成果情報（ただし論文形式をとっていないこと）

（3） レクチャーノート・技術マニュアル

（4） 都道府県の試験成績書（ただし論文形式をとっていないこと）

（5） 特許公開あるいは公告広報

・著作権者が上記以外の出版物およびオンライン公開

（1） 園芸学研究別冊

（2） 新聞

　既発表かどうか判断に迷う場合，また上記以外の場合は，投稿受付時に編集委員会にて事前審査を実施しますので，当該記事を添付の上申し出て下さい．

　重複程度を事前審査する出版物の例；「農業および園芸」，「農耕と園芸」，「果実日本」などの商業誌，国内外の書籍，大学・学部または研究所の紀要における短報（論文の形式をとっていない場合に限る）
	

	共著者全員に関し，当該研究に係る助成・支援や利益相反等について記載されていますか＜投稿規定１５＞．
	共著者全員に関し，当該研究に係る研究費助成等の支援および利益相反について脚注または謝辞に明記する必要があります．記載内容・方法等は必要に応じて編集事務局に相談して下さい.
	

	材料および方法で実験規模を明記していますか．
	実験の反復数および1反復に用いた個体数などを明記してください．
	

	データの解析に適切な統計処理がなされていますか．
	すべてのデータは適切な統計処理を行い，示された図表にそれらの統計処理結果を記載してください．
	

	文章は冗長でなく，簡潔に表現されていますか．また，図表に示した統計処理の結果に基づいた表現となっていますか． 
	有意差がない場合は，その項目について「高い，低い，大きい，小さい」など，差を示す形容詞を使うことは原則としてできません．「○は△よりも大きかったが，有意差はなかった．」という文章は不適切です． 
	

	大項目
	小項目
	チェック欄（○を付す）

	不要な図表の有無，複数の図表をまとめる必要等を確認しましたか． 
	同じデータが図と表で示されている場合があります．そのようなデータの重複は極力避けるよう図表を構成してください． 
	

	原稿本文は25字×20行の書式で作成しましたか．＜原稿作成要領18＞ 
	行番号（Abstract記載ページ以降の全ページ通し番号で5行ごとに）および頁番号は記載されていますか．
	

	Abstractは英文堪能者による校閲を受けましたか． 
	採択原稿は編集委員会事務局を通して英文校閲を行いますが，これは最終的に文法等の誤りを訂正するものであり，内容に関する校閲を行うわけではありません．投稿前に内容も含めて英文堪能者による校閲を受けてください． 
	

	Abstractは半角65字×20行の書式で作成しましたか．＜原稿作成要領5＞ 
	
	

	英語・日本語キーワードはタイトルにない言葉ですか．＜原稿作成要領5＞ 
	キーワードは表題中に用いていない言葉を選んでください． 
	

	英語・日本語キーワードの順序はいずれもアルファベット順に並べていますか．＜原稿作成要領5＞ 
	日本語はヘボン式ローマ字で表記した場合の順序にしてください．
	

	計量単位は正しく記載していますか． ＜原稿作成要領7＞ 
	原則として **・m-1 のように記載し，** / mとはしないでください．なお，株，鉢，樹などに限り，** / 株 としてください．リットルは L ，時間は h としてください．屈折計による糖度は文章中では **° のようにし，図表中では °Brix と記載してください．℃，°，％を除き，数字と単位の間に半角スペースを挿入してください． 
	

	論文中に引用した文献と「引用文献」に記載されている文献は完全に一致していますか．＜原稿作成要領17＞ 
	本文中で引用している文献が「引用文献」に記載されていない，あるいは「引用文献」にリストされている文献が本文中に引用されていないことがないように確認してください． 
	

	引用文献（本文中も含む）の順序は正しいですか．＜原稿作成要領10,17＞ 
	引用文献の順序は全著者のアルファベット順です．日本語はヘボン式ローマ字で表記した場合の順序にしてください．
	

	引用文献の書式は原稿作成要領に従っていますか．＜原稿作成要領17＞ 
	著者の姓名のいずれかが1字の場合は姓と名の間に全角1のスペースを挿入してください．
	

	
	雑誌は巻数のみとし，号数は不要です．
	

	
	雑誌名は当該誌の指定する短縮形を用いてください．
	

	
	欧文誌のピリオドは短縮形を示すものですが，和文誌のピリオドは区切りを示すものですので，和文誌に限り短縮形で無い雑誌名の後にもピリオドをつけてください．
	

	図表は1枚の用紙に1つとしていますか．＜原稿作成要領19＞ 
	タイトルと注釈をすべて書き込んだ完成した１つの図表を1枚の用紙に印刷してください．
	

	図の大きさとフォントの大きさは適切ですか．＜原稿作成要領19＞ 
	図が大きくかつ図の大きさに対して文字のフォントが小さいと，製版時に縮小され文字が読みにくくなることがあります．図は印刷時の大きさを想定して作成してください．
	

	カラー印刷を希望しない場合，写真を含むすべての図を白黒で作成していますか．＜原稿作成要領19＞ 
	カラー写真を白黒印刷しますと，コントラストが明確でない仕上がりになることがあります．Web公開版のみをカラーとすることもできます．その場合は図表をカラーで作成してください
	

	数字について
	半角になっていますか．
	

	脚注について
	現在の所属を記述する場合は所属名のみとし，住所および英語名は不要です．但し，Corresponding author については所属名および住所を記述してください．
	

	句読点について＜原稿作成要領7＞
	、と。→，と．
	

	漢字・ひらがな表記について＜原稿作成要領2＞
	下記の表に基づいて記載してください．また，用語集や著者名に用いられている旧字体で原稿作成時に正しく表示できないものは，採択後の校正時に修正を行っていただきます．
	

	<ひらがな→漢字>
	<ひらがな→漢字>
	<漢字→ひらがな>
	<漢字→ひらがな>
	<その他>

	あたり→当たり
あわせて→併せて

        →合わせて

いたる→至る

いちじるしい→著しい         

いっぽう→一方

おこなった→行った

およぼす→及ぼす

したがって→従って

たいし→対し

つぎに→次に

とくに→特に
みいだす→見いだす

もっとも→最も
くわえて→加えて

もとづき→基づき

わが国→我が国
	すでに→既に

おおむね→概ね

ともなう→伴う

	及び→および 

事→こと

毎に→ごとに

更に→さらに 

全て→すべて

等→など
成る→なる
又→また

僅かに→わずかに

共に→ともに
する上で→するうえで

出来る→できる

即ち→すなわち

通り→とおり
言える→いえる

分かった→わかった
良かった→よかった
	並びに→ならびに

無い→ない

無かった→なかった
繫がる→つながる

濾過→ろ過
編纂→編さん
<どちらでも良い>

ただし⇔但し

まったく⇔全く

○○の一つ⇔○○のひとつ

ビニル⇔ビニール
数ｍ⇔数メートル

揃い（う）⇔そろい（う）

圃⇔ほ

かんすい⇔灌水

わける⇔分ける
	１ケ月→１か月

１カ月→１か月
t-検定→t検定

t検定 →t検定

1次，2次 →一次，二次

一番，二番 →1番，2番

一つ，二つ →1つ，2つ

ひとつ，ふたつ →1つ，2つ

加里→カリ


